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●
三
位
一
体
改
革
を
柱
と
し
た
国
の
地
方

分
権
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
自
治
体

の
責
任
負
担
が
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

自
治
体
運
営
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
こ
こ

数
年
で
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
編
成
さ
れ
た
本
予
算
は
、

前
年
度
比
二
・
五
％
増
と
い
う
堅
実
で

あ
り
な
が
ら
、
市
長
の
公
約
で
あ
る
九
つ

の
政
策
を
着
実
に
推
進
す
る
姿
勢
が
伺
え

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
安
全
・
安

心
の
対
策
で
は
、
防
災
倉
庫
、
備
蓄
食
料

を
含
め
た
防
災
資
機
材
の
整
備
や
保
育
園

等
へ
の
緊
急
通
報
器
機
の
設
置
、
小
・
中

学
校
へ
の
自
動
体
外
式
除
細
動
器
の
配
置

な
ど
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
た
施
策
が
、
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
教
育
改
革
で
は
、
あ
す
の
綾

瀬
を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
向
上
に

意
を
注
い
だ
取
り
組
み
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
時
代
の
要
請
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
と
ら
え
た
、
き
め
細
か
な
予
算
編
成
と

評
価
す
る
。
歳
入
面
で
は
、
景
気
の
回
復

基
調
や
税
制
改
正
等
に
よ
り
市
税
の
増
収

が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
定
率
減
税
の
縮

小
や
老
齢
者
控
除
の
廃
止
と
い
っ
た
直
接

家
計
に
影
響
す
る
要
因
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
社
会
・
経
済
情
勢
の
変

化
や
多
種
多
様
な
市
民
要
望
、
諸
課
題
に

こ
た
え
て
い
く
べ
く
、
行
政
の
ス
リ
ム
化

と
効
率
化
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ

ら
な
る
向
上
に
尽
力
す
る
こ
と
を
お
願
い

し
、
賛
成
す
る
。

●
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
二
百
三
十
四

億
五
千
万
円
、
前
年
度
比
二
・
五
％
増
の

堅
実
か
つ
政
策
推
進
を
重
視
し
た
実
践
型

予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。
歳
入
で

は
、
根
幹
を
な
す
市
税
の
う
ち
固
定
資
産

税
が
評
価
替
え
等
の
影
響
に
よ
り
前
年

度
を
下
回
る
も
の
の
、
税
制
改
革
や
企
業

業
績
の
好
調
に
よ
る
市
民
税
の
増
収
か
ら
、

前
年
度
比
五
億
九
千
万
円
の
増
を
見
込
ん

で
い
る
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
三
位

一
体
改
革
等
の
影
響
か
ら
普
通
交
付
税
を

不
交
付
と
し
て
、
前
年
度
比
五
九
・
九
％

減
を
見
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で

は
、
新
た
な
財
源
確
保
に
向
け
、
広
報

あ
や
せ
に
加
え
、
市
庁
舎
内
の
壁
面
や
公

用
車
等
へ
の
有
料
広
告
の
掲
載
と
い
っ
た

積
極
的
な
取
り
組
み
も
あ
り
、
高
く
評
価

す
る
。
歳
出
で
は
、
総
合
福
祉
会
館
複
合

施
設
の
整
備
に
伴
う
積
立
金
、
綾
瀬
警
察

署
の
誘
致
活
動
に
伴
う
事
業
、
ひ
と
り
暮

し
で
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
住
宅
に
設

置
す
る
火
災
警
報
器
へ
の
助
成
事
業
、
全

小
・
中
学
校
へ
の
自
動
体
外
式
除
細
動
器

の
設
置
、
全
小
学
校
各
ク
ラ
ス
へ
の
パ
ソ

コ
ン
の
配
置
、
基
本
健
康
診
査
に
前
立
腺

が
ん
検
査
の
新
設
な
ど
、
本
予
算
は
ハ
ー

ド
面
か
ら
ソ
フ
ト
面
ま
で
重
要
な
施
策
を

行
う
た
め
の
経
費
が
多
数
計
上
さ
れ
て
お

り
、
多
種
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
を
酌
み

取
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
社
会
や
経
済

の
動
向
を
見
な
が
ら
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
る
よ
う
お
願
い
し
、
賛
成
す
る
。

●
市
民
活
動
は
、
お
互
い
に
支
え
合
う
仕

組
み
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
住

み
慣
れ
た
本
市
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
き
ら
め
き
市
民
活
動
推
進
条
例
の
制

定
か
ら
、
市
民
参
画
の
仕
組
み
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
来
年
度
は
、
活
動
を

財
政
支
援
す
る
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、

今
後
は
、
自
主
・
自
立
性
を
原
則
と
す
る

マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
方
式
を
取
り
入
れ
、

さ
ら
な
る
推
進
に
期
待
す
る
。
自
治
基
本

条
例
で
は
、
市
民
と
共
に
考
え
る
プ
ロ
セ

ス
を
経
た
上
で
策
定
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
環
境
政
策
で
は
、
一
般
と
事
業
系
ご

み
の
さ
ら
な
る
削
減
に
向
け
た
努
力
は
大

変
心
強
く
、
さ
ら
に
家
庭
ご
み
減
量
推
進

検
討
会
議
の
設
置
も
大
い
に
賛
成
で
き
る
。

今
後
は
、
資
源
ご
み
の
分
別
や
資
源
化
か

ら
、
さ
ら
に
次
の
段
階
で
あ
る
ご
み
の
発

生
抑
制
に
向
け
た
啓
発
活
動
の
推
進
に
期

待
す
る
。
農
業
振
興
で
は
、
新
鮮
で
安

全
・
安
心
な
地
場
農
畜
産
物
を
提
供
す
る

た
め
の
環
境
に
配
慮
し
た
都
市
農
業
の
推

進
に
期
待
す
る
。
学
校
教
育
で
は
、
戦
争

の
経
験
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
語
り

部
の
話
を
聞
く
機
会
の
取
り
入
れ
と
子
供

た
ち
の
真
の
自
立
と
は
何
か
を
考
え
た
教

育
の
実
践
を
希
望
す
る
。
米
軍
再
編
問
題

で
は
、
子
供
た
ち
に
恒
久
平
和
を
約
束
す

る
た
め
、
政
治
の
場
に
身
を
置
く
者
が
こ

の
問
題
を
見
極
め
、
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
鋭
意
努
力
す

る
こ
と
を
希
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
我
が
国
の
経
済
は
、
企
業
部
門
の
好
調

さ
か
ら
国
内
需
要
を
中
心
に
穏
や
か
な
回

復
基
調
が
続
く
と
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、

昨
年
か
ら
の
原
油
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り

依
然
と
し
て
先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
で

あ
り
、
社
会
全
般
を
振
り
返
え
る
と
危
機

管
理
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
一

年
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
扶
助
費
や
退
職
手

当
を
は
じ
め
と
す
る
義
務
的
経
費
の
増
な

ど
地
方
財
政
の
厳
し
さ
が
一
層
増
す
中
で
、

多
様
化
し
増
大
す
る
行
政
需
要
を
考
慮
す

る
と
大
変
厳
し
い
予
算
編
成
で
あ
っ
た
と

思
う
。
歳
入
面
で
は
、
個
人
市
民
税
の
税

制
改
正
や
好
調
な
企
業
業
績
に
よ
り
法
人

市
民
税
が
増
額
と
な
る
一
方
、
固
定
資
産

税
の
評
価
替
え
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付
、

児
童
扶
養
手
当
等
の
負
担
率
変
更
に
よ
る

国
庫
支
出
金
の
減
額
等
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
歳
出
面
で
は
、
寺
尾
北
の
自
治
会
館

整
備
、
東
山
の
公
園
用
地
取
得
、
新
幹
線

跨
線
橋
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
市
民
生
活

に
直
結
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に
対
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
財
源
確
保
に
相

当
な
努
力
を
し
た
も
の
と
思
う
。
増
大
す

る
財
政
需
要
に
対
し
適
切
に
対
応
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
配
慮
し

た
も
の
と
評
価
す
る
。
今
後
の
市
政
運
営

に
あ
っ
て
も
市
民
や
議
会
、
職
員
と
の
議

論
を
深
め
な
が
ら
、
九
つ
の
政
策
の
取
り

組
み
を
基
本
に
明
る
く
き
れ
い
で
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
さ
ら
な

る
飛
躍
を
期
待
し
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

●
市
長
は
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
あ
や

せ
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
、
あ
や
せ
集
中
改
革

プ
ラ
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
、
成
果
主
義
、
組

織
の
簡
素
化
、
市
民
の
協
働
な
ど
を
進
め

て
い
る
が
、
市
の
事
業
に
は
こ
れ
ら
行
政

改
革
の
取
り
組
み
に
な
じ
ま
な
い
も
の
も

あ
る
。
東
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
は
、

今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
住
民
合
意

を
得
る
と
と
も
に
方
向
性
を
示
す
た
め
の

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
今
実
施
す

べ
き
は
、
他
の
地
域
の
事
例
な
ど
を
調
査

し
、
周
辺
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
す
か
負
の
部
分
を
示
す
こ
と
と
、
費
用

の
負
担
割
合
が
合
意
で
き
ず
、
事
業
が
実

施
さ
れ
な
い
と
調
査
費
が
無
駄
に
な
る
た

め
、
ま
ず
県
と
県
道
路
公
社
が
負
担
す
る

工
事
費
用
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
第
二
東
名
の
計
画
が
不
透
明
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
東
名
の
設
置

を
前
提
に
深
谷
落
合
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
平
和
問
題
で

は
、
国
民
保
護
法
関
連
の
事
業
が
あ
り
、

職
員
や
市
民
が
戦
争
協
力
へ
動
員
さ
れ
る

危
険
が
あ
る
。
総
合
福
祉
会
館
複
合
施
設

整
備
基
金
で
は
、
こ
の
名
称
か
ら
、
市
立

病
院
併
設
の
福
祉
分
野
の
総
合
的
集
合
体

な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
が
、
福
祉
と
関
係

の
な
い
分
野
を
多
く
取
り
入
れ
た
複
合
施

設
に
な
ら
な
い
か
心
配
で
あ
る
。
基
地
問

題
で
は
、
国
内
の
米
軍
再
編
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
基
地
の
た
ら
い
回
し
で
根
本
的

解
決
に
は
な
ら
な
い
た
め
、
他
の
基
地
所

在
の
自
治
体
と
連
携
し
、
基
地
と
基
地
強

化
に
反
対
す
る
運
動
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
指
摘
し
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

●
地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業

は
、そ
の
方
向
性
と
し
て
設
置
を
肯
定
す

る
も
の
で
あ
り
、費
用
対
効
果
分
析
を

含
め
た
事
業
評
価
が
不
十
分
な
現
段
階

で
は
賛
成
で
き
か
ね
る
。今
ま
で
の
資
料

で
、綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
経
済
活
性

化
に
効
果
的
か
、設
置
に
値
す
る
か
の
判

断
は
不
可
能
で
あ
る
。道
路
の
渋
滞
解
消

や
安
全
性
、快
適
性
の
向
上
等
に
つ
い
て

協
議
す
る
県
の
道
路
協
議
会
で
も
綾
瀬

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
関
し
て
は
検
討
し
て

い
な
い
状
況
で
、本
当
に
県
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
設
置
が
可
能
な
の
か
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。市
長
は
施
政
方
針
の
中
で
、

多
様
化
す
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
に
企
業
誘
致
を
進
め
税
収
増
を
目
指

す
と
し
た
が
、小
さ
な
政
府
を
目
指
し
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
進
む
と
、今
後
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行

政
が
担
う
べ
き
か
精
査
し
よ
う
と
し
て
い

る
時
に
、市
長
の
言
う
サ
ー
ビ
ス
の
概
念

す
ら
市
民
に
説
明
で
き
な
い
。市
民
が
納

得
す
る
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
の
設
置

に
よ
る
効
果
や
市
の
負
担
を
数
値
で
示
し
、

市
民
間
で
議
論
を
尽
く
し
た
う
え
で
、設

置
す
る
か
ど
う
か
を
市
民
を
交
え
た
中

で
決
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。市
内
に
駅

は
な
く
て
も
周
囲
を
他
市
の
駅
に
囲
ま

れ
利
便
性
も
よ
く
、程
よ
く
自
然
を
残
す

環
境
を
居
住
地
と
し
て
評
価
し
、こ
れ
以

上
の
開
発
を
望
ま
な
い
と
い
う
市
民
の
声

に
も
耳
を
傾
け
、あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
事

業
評
価
を
示
し
、そ
の
上
で
事
業
を
決
定

す
る
こ
と
を
願
い
、本
予
算
に
反
対
す
る
。

　

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
三
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が
さ

れ
、
四
人
の
議
員
が
賛
成
意
見
を
、
二
人
の
議
員
が
反
対
意
見
を
述

べ
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

賛
成

反
対

平成１8年度各会計の予算規模

会　　計　　名 平成18年度
　　　（円）

平成17年度
　　　（円）

比　較

増減（円） 伸率（％）

一　般　会　計 234億5千万 228億7千万 5億8千万 2.5

特

別

会

計

国民健康保険事業 70億1千万 66億2千万 3億9千万 5.9

老人保健医療事業 34億3千万 32億2千万 2億1千万 6.5

下 水 道 事 業 34億6千万 34億9千万 △3千万 △0.9

深谷中央特定土地
区 画 整 理 事 業 16億　　 18億　　 △2億　　 △11.1

介 護 保 険 事 業 21億6千万 19億8千万 1億8千万 9.1

計 176億6千万 171億1千万 5億5千万 3.2

合　　　　計 411億1千万 399億8千万 11億3千万 2.8

一般会計予算の内訳

歳　出
234億5,000万円

歳　入
234億5,000万円

市税
127億4,595万円
　　（54.4％）

国庫支出金
24億5,077万円（10.4％）

市債
13億8,650万円（5.9％）

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等
9億9,100万円（4.2％）

諸収入
8億5,771万円（3.7％）

県支出金
8億5,676万円（3.6％）

地方譲与税
8億4,295万円（3.6％）

地方消費税交付金
8億1,000万円（3.5％）

その他
25億836万円（10.7％）

民生費
57億6,311万円
　　（24.6％）

総務費
31億578万円
（13.2％）

教育費
27億1,366万円
（11.6％）

衛生費
22億9,730万円（9.8％）

公債費
18億7,722万円（8.0％）

消防費
11億282万円（4.7％）

商工費
6億1,165万円（2.6％）

議会費
2億8,230万円（1.2％）

その他
4億318万円（1.7％）

土木費
52億9,298万円
（22.6％）


